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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

第51期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 36,962,70038,021,57513,351,31013,658,42846,440,083

経常利益（千円） 2,020,8752,647,872857,6101,027,3061,471,051

四半期（当期）純利益（千円） 795,5291,416,633422,706 571,950 490,207

純資産額（千円） － － 19,519,18418,575,65717,431,826

総資産額（千円） － － 33,136,41332,498,52828,875,917

１株当たり純資産額（円） － － 1,589.961,749.931,641.86

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
64.60 133.44 34.39 53.88 40.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 58.9 57.2 60.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,719,660△1,268,969 － － 1,706,278

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,014,781△1,115,595 － － 1,302,215

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△383,441△29,173 － － △2,344,941

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,647,5564,023,6346,428,301

従業員数（人） － － 611 647 623

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 647 (124)

　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）の内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 455 (96)

　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）の内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

食品事業（千円） 6,123,057 104.7

合計（千円） 6,123,057 104.7

　（注）１．金額は製造原価によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）は受注生産を行なっておりませんので該当事項はありません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

食品事業（千円） 12,444,644 102.3

その他事業（千円） 1,213,784 102.6

合計（千円） 13,658,428 102.3

　（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱菱食 1,614,269 12.1 1,679,399 12.3

２．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一昨年来の景気悪化に一部回復の兆しがみられ持ち直してきて

はいるものの、雇用情勢の悪化や個人消費の低迷が続き、依然として厳しい状況で推移いたしました。

　食品業界においては、少子・高齢化に伴う市場規模の縮小が起こると共に、生活防衛意識の高まりから節約志向や内

食回帰の傾向が続きました。

　このような環境のもと、当社グループでは、食品事業において家庭用商品の主力である肉まわり調味料群や鍋物調味

料群、野菜まわり調味料群が売上高を伸ばした結果、売上高は136億58百万円（前年同期比2.3％増）となりました。利

益面では、家庭用主力商品の売上高の伸長が寄与し、営業利益10億９百万円（同17.8％増）、経常利益10億27百万円

（同19.8％増）、四半期純利益５億71百万円（同35.3％増）となりました。
　
　事業におけるセグメントの概況は、以下のとおりであります。

（食品事業）

　家庭用商品につきましては、肉まわり調味料群や鍋物調味料群、野菜まわり調味料群が堅調な売上高で推移したこと

に加え、その他群のチルド商品が善戦し、全ての商品群で前年同期を上回る売上高となりました。

　肉まわり調味料群では、主力商品である『黄金の味』を中心に、これまで積極的に展開した販売促進活動が奏功し引

き続き売上高を伸ばしました。

　需要期をむかえた鍋物調味料群では、『すき焼のたれ』が鍋物メニューの多様化により苦戦するも、新商品の『コ

ラーゲン鍋の素』や『ちゃんこ鍋の素』、パウチタイプの『キムチ鍋の素』などの市場導入が進み、売上高が堅調に

推移しました。

　野菜まわり調味料群は、『浅漬けの素』が安定した青果価格と内食回帰傾向の追い風を受け、前年同期売上高を上回

りました。

　その他群では、チルド商品が善戦し、８月に発売した『ビビンバの素』の市場への導入が進むと共に、『おいしいキ

ムチ』の積極的な販売促進活動とチャネルの拡大が着実に進み、売上高が強い回復傾向を示した結果、全体で前年同

期売上高を上回りました。

　業務用商品につきましては、内食化による外食頻度の減少や外食店のメニュー低価格化などの影響が大きく、メ

ニュー提案による取扱商品の拡大に努めたものの、前年同期売上高を下回りました。

　これらの結果、食品事業セグメントの売上高は124億44百万円（同2.3％増）となりました。

（その他事業）

　その他事業につきましては、依然として厳しい経済状況が続く中、広告宣伝事業・人材派遣事業ともに前年同期売上

高を下回るものの、物流事業が新規顧客の獲得に積極的に取り組んだ結果、前年同期売上高を上回り、その他事業セグ

メント全体の売上高は12億13百万円（同2.6％増）となりました。
 
(2）キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期会計期間末と比較

して19億80百万円減少し、40億23百万円となりました。また、前連結会計年度末に比べ24億４百万円の減少となってお

ります。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、18億96百万円（前年同四半期は21億６百万円の使用）となりました。これは売上債

権の増加額が36億９百万円であったこと等が主な要因であります。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、３億38百万円（前年同四半期は13億64百万円の使用）となりました。これは主に、

定期預金の預け入れによる支出５億円によるものであります。
　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、２億57百万円（前年同四半期は１億99百万円の獲得）となりました。これは主に、

短期借入金純増加額２億58百万円によるものであります。
 
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4）研究開発活動　

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、173,090千円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載しておりました荏原食品（上海）

有限公司の設備の除却については、予定どおり平成21年12月に完了いたしました。

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

 6/24



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,222,400

計 25,222,400

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,398,400 12,398,400ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 12,398,400 12,398,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 12,398,400 － 1,387,136 － 1,655,201

 

（５）【大株主の状況】

   大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式 　　1,782,000
－ －　

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 10,391,000 10,391 －

単元未満株式 普通株式     　225,400 － －

発行済株式総数 12,398,400 － －

総株主の議決権 － 10,391 －

　（注） 「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エバラ食品工業株

式会社

横浜市西区北幸

2-5-15
1,782,000 － 1,782,000 14.4

計 － 1,782,000 － 1,782,000 14.4

　（注）　上記の他、単元未満株式690株を所有しております。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,250 1,300 1,240 1,350 1,340 1,240 1,322 1,320 1,330

最低（円） 1,130 1,160 1,175 1,220 1,280 1,178 1,280 1,250 1,265

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,878,134 6,692,122

受取手形及び売掛金 12,260,821 6,925,787

有価証券 500,000 1,166,495

商品及び製品 1,608,324 1,192,129

原材料及び貯蔵品 353,039 483,122

繰延税金資産 318,628 316,648

その他 595,643 472,827

貸倒引当金 △2,367 △5,177

流動資産合計 20,512,223 17,243,955

固定資産

有形固定資産 ※1
 8,028,162

※1
 7,721,892

無形固定資産 210,309 213,502

投資その他の資産

投資有価証券 1,805,087 1,702,609

長期貸付金 3,348 4,899

繰延税金資産 1,114,765 1,137,122

その他 889,306 916,417

貸倒引当金 △64,674 △64,480

投資その他の資産合計 3,747,833 3,696,567

固定資産合計 11,986,305 11,631,962

資産合計 32,498,528 28,875,917

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,935,565 5,569,447

短期借入金 424,934 166,404

未払金 1,026,521 1,271,127

未払法人税等 813,315 316,726

賞与引当金 120,902 235,024

販売促進引当金 676,225 403,597

その他 933,997 561,404

流動負債合計 10,931,461 8,523,732

固定負債

長期未払金 261,708 345,516

退職給付引当金 2,551,306 2,397,112

長期預り保証金 178,394 177,731

固定負債合計 2,991,409 2,920,359

負債合計 13,922,871 11,444,091
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,387,136 1,387,136

資本剰余金 1,655,257 1,655,201

利益剰余金 17,264,997 16,135,025

自己株式 △1,852,906 △1,850,297

株主資本合計 18,454,483 17,327,065

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 107,595 90,276

為替換算調整勘定 13,578 14,484

評価・換算差額等合計 121,173 104,760

純資産合計 18,575,657 17,431,826

負債純資産合計 32,498,528 28,875,917

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

11/24



（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 36,962,700 38,021,575

売上原価 19,115,911 19,251,830

売上総利益 17,846,789 18,769,744

販売費及び一般管理費 ※1
 15,880,828

※1
 16,195,027

営業利益 1,965,961 2,574,717

営業外収益

受取利息 34,389 24,462

受取配当金 18,420 19,446

受取賃貸料 8,371 9,150

その他 21,402 24,204

営業外収益合計 82,584 77,264

営業外費用

支払利息 4,419 3,204

為替差損 21,062 654

その他 2,187 250

営業外費用合計 27,669 4,109

経常利益 2,020,875 2,647,872

特別利益

固定資産売却益 － 555

貸倒引当金戻入額 － 2,616

特別利益合計 － 3,172

特別損失

固定資産売却損 1,234 820

固定資産除却損 13,923 19,129

投資有価証券評価損 107,792 1,005

ゴルフ会員権売却損 179 －

減損損失 34,602 50,478

退職給付制度移行損失 263,233 －

事務所移転費用 － 9,177

特別損失合計 420,965 80,610

税金等調整前四半期純利益 1,599,909 2,570,434

法人税等 804,380 1,153,801

四半期純利益 795,529 1,416,633
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 13,351,310 13,658,428

売上原価 7,010,790 7,010,466

売上総利益 6,340,519 6,647,962

販売費及び一般管理費 ※1
 5,483,617

※1
 5,638,614

営業利益 856,902 1,009,347

営業外収益

受取利息 11,955 6,324

受取配当金 5,151 5,428

その他 12,301 7,316

営業外収益合計 29,408 19,069

営業外費用

支払利息 1,214 800

為替差損 27,348 59

その他 137 250

営業外費用合計 28,700 1,110

経常利益 857,610 1,027,306

特別利益

固定資産売却益 － 555

特別利益合計 － 555

特別損失

固定資産除却損 940 3,375

ゴルフ会員権売却損 179 －

減損損失 34,602 －

特別損失合計 35,723 3,375

税金等調整前四半期純利益 821,887 1,024,486

法人税等 399,180 452,535

四半期純利益 422,706 571,950
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,599,909 2,570,434

減価償却費 656,099 759,392

固定資産除却損 13,923 19,129

固定資産売却損益（△は益） 1,234 264

投資有価証券評価損益（△は益） 107,792 1,005

減損損失 34,602 50,478

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,965 △2,616

退職給付引当金の増減額（△は減少） 464,780 154,194

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △530,814 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △108,828 △114,122

販売促進引当金の増減額（△は減少） 253,877 272,628

受取利息及び受取配当金 △52,809 △43,909

支払利息 4,419 3,204

為替差損益（△は益） 21,062 －

売上債権の増減額（△は増加） △5,034,546 △5,334,941

たな卸資産の増減額（△は増加） 196,153 △286,516

仕入債務の増減額（△は減少） 1,272,115 1,366,544

未払消費税等の増減額（△は減少） 23,618 106,739

長期未払金の増減額（△は減少） 291,439 △83,807

未払金の増減額（△は減少） △255,862 △38,202

その他 35,510 △40,974

小計 △1,004,357 △641,073

利息及び配当金の受取額 28,064 33,402

利息の支払額 △4,419 △3,206

法人税等の支払額 △738,947 △658,092

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,719,660 △1,268,969

投資活動によるキャッシュ・フロー

貸付金の回収による収入 4,862 3,781

貸付けによる支出 △3,700 △1,800

定期預金の預入による支出 △100,000 △510,000

投資有価証券の取得による支出 △440,330 △69,862

有価証券の償還による収入 4,000,000 2,090,000

有価証券の取得による支出 △4,066,774 △1,498,799

有形固定資産の売却による収入 1,767 14,546

有形固定資産の取得による支出 △440,931 △1,115,270

無形固定資産の取得による支出 △9,827 △55,998

その他 40,151 27,807

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,014,781 △1,115,595
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 61,665 258,530

配当金の支払額 △393,430 △285,150

自己株式の売却による収入 － 471

自己株式の取得による支出 △51,676 △3,024

財務活動によるキャッシュ・フロー △383,441 △29,173

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23,389 9,071

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,141,273 △2,404,667

現金及び現金同等物の期首残高 5,788,830 6,428,301

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,647,556

※
 4,023,634
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連

結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。

　

２．固定資産の減価償却費の算定方法　 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。　

３．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法　

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降、経営

環境等及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前

連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを

利用する方法によっております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、11,587,263千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、11,247,081千円

であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当    2,155,981千円

退職給付費用       247,882

役員退職慰労引当金繰入額       14,664

減価償却費       221,653

宣伝費  2,382,878

拡販費      4,094,339

賞与引当金繰入額        81,875

販売促進引当金繰入額        640,419

給料手当    2,197,163千円

退職給付費用       224,679

減価償却費       220,662

宣伝費  2,278,858

拡販費      4,423,182

賞与引当金繰入額        91,914

販売促進引当金繰入額        676,225
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当     707,886千円

退職給付費用       85,061

減価償却費       71,966

宣伝費        806,454

拡販費      1,538,579

販売促進引当金繰入額        177,272

給料手当     742,542千円

退職給付費用       67,041

減価償却費       79,108

宣伝費        690,856

拡販費      1,661,776

販売促進引当金繰入額        168,389

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

（単位：千円）

現金及び預金勘定 2,911,408

預入期間３ヶ月を超える定期預金 △344,500

有価証券勘定 80,648

現金及び現金同等物 2,647,556

（単位：千円）

現金及び預金勘定 4,878,134

預入期間３ヶ月を超える定期預金 △854,500

有価証券勘定 －

現金及び現金同等物 4,023,634

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　12,398,400株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　1,783,290株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年５月15日

取締役会
普通株式 286,661 27 平成21年３月31日 平成21年６月12日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
食品事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 12,168,7861,182,52413,351,310 － 13,351,310

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 12,168,7861,182,52413,351,310 － 13,351,310

営業利益 914,991 68,057 983,049(126,147)856,902

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
食品事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 12,444,6441,213,78413,658,428 － 13,658,428

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 12,444,6441,213,78413,658,428 － 13,658,428

営業利益 1,094,87284,2931,179,165(169,818)1,009,347
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
食品事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 33,405,2693,557,43136,962,700 － 36,962,700

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 33,405,2693,557,43136,962,700 － 36,962,700

営業利益 2,123,363180,4802,303,843(337,881)1,965,961

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
食品事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 34,547,7803,473,79438,021,575 － 38,021,575

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 34,547,7803,473,79438,021,575 － 38,021,575

営業利益 2,760,649219,3252,979,975(405,258)2,574,717

　（注）１．事業区分の方法

事業は製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 事業内容

食品事業 肉まわり調味料、鍋物調味料、野菜まわり調味料、スープ等の製造及び販売事業

その他事業 広告宣伝事業、人材派遣事業、物流事業

３．会計方針の変更

　前第３四半期連結累計期間

　（有形固定資産の耐用年数の変更）　

　　　「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から、機械及び装置の耐用年数については法人税法の

改正を契機として見直しを行い、一部の資産について耐用年数を変更して減価償却費を算定しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益が、食品事業で

13,348千円増加しております。

 

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,749.93円 １株当たり純資産額 1,641.86円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 64.60円 １株当たり四半期純利益金額 133.44円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 795,529 1,416,633

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 795,529 1,416,633

期中平均株式数（株） 12,314,471 10,616,246
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 34.39円 １株当たり四半期純利益金額 53.88円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 422,706 571,950

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 422,706 571,950

期中平均株式数（株） 12,292,520 10,615,510

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につきまして

は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間における

リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月12日

エバラ食品工業株式会社

取締役会　御中
 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　昌敏　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 瀬尾　佳之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエバラ食品工業株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エバラ食品工業株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成21年２月２日開催の取締役会において自己株式の公開買付けを行

うことを決議している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月10日

エバラ食品工業株式会社

取締役会　御中
 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　昌敏　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 瀬尾　佳之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエバラ食品工業株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エバラ食品工業株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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